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コンサルティング事業本部

新型コロナウイルス起点の未来洞察と

次世代事業体再創造へのチャレンジ
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新型コロナウイルス（COVID-19）が人間社会・生活にもたらしたもの

新型コロナウイルス（以降COVID-19）は日常生活・社会システムの破壊を引き起こすとともに、従前から存在した問
題・脆弱性を露呈させた。

COVID-19

従前から存在した問題
・脆弱性の露呈

日常生活・
社会システムの破壊

罹患による身体的ダメージに留まらず、罹患し
なくとも日常生活を奪われることで不便・ストレ
スにより精神的ダメージを受ける

医療インフラのダメージに加え、外出自粛によ
る需要・消費の極端な減少などにより、経済・社
会システムが大打撃を受ける

 社会のバランスが崩れることで、これまで認識
しつつも対応しきれていなかった数々の問題・
脆弱性が浮き彫りになる

 個人単位では、働き方や家計のリスク、家
族・コミュニティなど人間関係の問題など

 組織単位（企業）では、BCPをはじめ、テレ
ワークに対応するITインフラの脆弱性や、社
内外コミュニケーションの問題など

COVID-19は、人類の健康を蝕むに留まらず、人類の文明・社会システムを蝕むウイルス
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QoL向上・
経済活性化

人類 vs COVID-19の戦い

人類がCOVID-19を克服し、社会・生活スタンダードの再創造がなされた「After」の未来を見据えることが肝要。

Against COVID-19 With COVID-19 After COVID-19

個人・社会全体で辛抱し
生命や社会を守るフェーズ

（2020年5月現在）

COVID-19と共存し“新たな生活様
式”を通じ経済を復興させるフェーズ

今回の経験で獲得した新たな価値観
を通じさらに発展・進化を狙うフェーズ

STAY HOME

破壊された日常生活・社会生活

従前から存在した問題・脆弱性の露呈 問題・脆弱性を解消するイノベーション

新たな日常生活・社会システム

社会・生活スタンダードの再創造
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After COVID-19未来の洞察（初期考察）

なりゆきでは、“生活スタイル・産業のスクラップ＆ビルド”と“スマート社会化加速”が想定される一方、それらを懸念す
る動きも一部発生する見込み。

問題・脆弱性を解消
するイノベーション

新たな日常生活・
社会システム

After COVID-19未来の洞察

生活スタイル・産業
のスクラップ＆ビルド

1. “新たな日常生活・産業”の“不”だらけの状態を解消する手段創出が求め
られる。適応如何による優勝劣敗で、業界地図が塗り替わる見込み

 従前オフライン・アナログ重視の業務・コミュニケーションを見直し、デジ
タル活用等により、本質的な価値提供のスタイル見直しが求められる等

2. テレワーク定着や個人業務切り分けが進展し、働き方や事業運営に影響

 個人の副業解禁やフリーランス委託増加、企業のコア業務以外の外部
委託増加 等

A

レジリエントな
スマート社会化
取り組みの加速

人間らしさ喪失懸念
とあるべき社会模索

1. 業界毎に内在していた前時代的な商慣習・カルチャーや、組織内業務・管
理・リーダーシップの問題など、克服できるかどうかで組織の淘汰が進行

2. デジタル化・無人化機運が高まり、上記のような“足かせ”が外れることで、
Society5.0のようなスマート社会的未来像実現に向けた取り組みが加速

 データによる可視化や、AI・ロボット活用を通じた最適化による、安心で
利便性が高い社会や事業に関する取り組み推進 等

B

C
1. デジタルやデータに管理される社会が進展することに対する危機感が生じ、

Society5.0のアンチテーゼとなる取り組みが顕在化

 管理社会傾向が強まる中で、個人力が発揮され、コミュニティが適切に
機能する、 “人間中心”的な社会像の模索 等

2. 人間の能力を超え24時間365日稼働し、能力の限界まで競争を強いる、従
前“当たり前”だった資本主義的な社会・産業システムへの疑問視が加速

な
り
ゆ
き
の
未
来

な
り
ゆ
き
へ
の
懸
念
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企業経営・運営におけるポイント

日常生活が壊れ、新たな社会システムが再構築される中で、事業拡大・体制の抜本的見直しが重要。

レジリエントな
スマート社会化
取り組みの加速

人間らしさ喪失
懸念とあるべき

社会模索

B

C

生活スタイル・

産業のスクラッ
プ＆ビルド

A

加速するスマート社会化を見据えた事業・技術戦略推進
 個人に寄り添い、AI・ロボットなどが活躍する未来の生活・社会エコ

システム全体の理解を通じて、技術開発や事業を推進

レジリエントな
業務・体制
再構築

本来の“人間らしい”
社会の模索・追求

価値提供の
ニューノーマル

創造

 管理社会や

行き過ぎた資
本主義へのア
ンチテーゼ

 Society5.0の
ような未来創
造の加速

 悪しき慣習・文
化の一掃

 “不”だらけ状
態解消ビジネ
ス・業界変化

 独立個人的な
働き方や事業
運営方法変容

After COVID-19未来の洞察 企業経営・運営におけるポイント

社内外コミュニケーション・対人関係性の再構築
 ソーシャルディスタンス、テレワークなどで失われた社内外コミュニ

ケーション（チームワーク、育成、接待等）の代替手段再定義

まちづくりへの参画を通じてあるべき社会を実証・実装
 後押しされたスーパーシティ政策を受け、地域における有力者とし

て、地域経済発展とあるべき社会実現に向けてまちづくりに参画

コア・強みに集中した戦略推進と最適な体制再構築
 リスクに強い冗長性の完備を前提として、コアコンピタンス・ドメイン

再定義に基づく成長戦略・体制最適化/ダウンサイジング

“不”を起点としたビジネスモデルイノベーション
 本質的な提供価値を見直し、ソーシャルディスタンスを前提に提供

場所にとらわれない新たな価値提供手段を創出

あるべき社会を見据えたサステナビリティ・ビジョン見直し
 デジタル管理社会や、行き過ぎた資本主義社会から脱却したある

べき社会を、いち民間企業主導のエコシステムとして模索・啓蒙

1

2

3

4

5

6

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

次
世
代
の
事
業
体
へ
の
再
創
造
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After COVID-19を見据えた取り組みの進め方

特に、ソーシャルディスタンス・テレワーク化に対応するための、ビジネスモデル・社内業務の変革は足元急務。

加速するスマート社会化を
見据えた事業・技術戦略推進

社内外コミュニケーション
・対人関係性の再構築

まちづくりへの参画を通じて
あるべき社会を実証・実装

コア・強みに集中した
戦略推進と最適な体制再構築

“不”を起点とした
ビジネスモデルイノベーション

あるべき社会を見据えた
サステナビリティ・ビジョン見直し

1

2

3

4

5

6

レジリエントな
業務・体制
再構築

本来の“人間らしい”
社会の模索・追求

価値提供の
ニューノーマル

創造

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

次
世
代
の
事
業
体
へ
の
再
創
造

Against With After
ソーシャルディスタンスに対応した
新たなビジネスモデル創出は急務

テレワーク前提での社内外コミュニ
ケーション・業務の再構築が急務

テレワーク化に向けた業務
見直し・成果主義化が急務

成果主義化を通じ顕在化が見込まれる
“事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ・組織体制の非効率性”に対応

従前から存在した計画を含め、将来の収益の
種になる事業・技術に対する投資を再開

ビジネスモデルや業務が根本から変わることで
自社の“アイデンティティ”見直しが必要

足元進む国のスーパーシティ構想を基軸に
主導的立場になるべく早期立ち上げが重要
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三菱UFJリサーチ＆コンサルティングによるご支援メニュー（例）

三菱UFJリサーチ＆コンサルティングでは、After COVID-19への対応に向け、幅広くご支援が可能。

加速するスマート社会化を
見据えた事業・技術戦略推進

社内外コミュニケーション
・対人関係性の再構築

まちづくりへの参画を通じて
あるべき社会を実証・実装

コア・強みに集中した
戦略推進と最適な体制再構築

“不”を起点とした
ビジネスモデルイノベーション

あるべき社会を見据えた
サステナビリティ・ビジョン見直し

1

2

3

4

5

6

経営戦略 業務・ICT・ESG組織・人材 グローバル 官民連携

新規事業戦略策定

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・EC

ﾊﾞｯｸｷｬｽﾄ型成長戦略

先進技術戦略

中期経営計画策定

ガバナンス再構築

ﾃﾚﾜｰｸ革新・BPR・RPA

グループ再編・管理強化

インナーブランディング

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ戦略 ﾀﾚﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ﾘｿｰｽｼﾌﾄ

働き方改革 非対面ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ構築

政策調査・提言

成果主義化・制度再構築

ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ策定

ブランド戦略

スマートシティ戦略

自治体連携

サプライチェーン再構築

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ拠点間連携

全社ITインフラ再構築

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進

ビジネスモデル改革

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱﾌｪｱｰｽﾞ戦略

ESG・SDGs戦略

都市OS・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄ

：特に早期着手が重要な課題

全社リスク管理

生産・物流革新

M&A推進

人材育成

組織風土改革

HR-Tech

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾟｰﾄﾅﾘﾝｸﾞ

海外事業再編・撤退

ｽﾏｰﾄ社会化国PJ連携

海外脱ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ戦略

カーボンニュートラル
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三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの提供価値

 MURC 1は、MUFGグループ、かつシンクタンクならではの立場から、“お客さまとの未来共創”に貢献。

加速するスマート社会化を
見据えた事業・技術戦略推進

社内外コミュニケーション
・対人関係性の再構築

まちづくりへの参画を通じて
あるべき社会を実証・実装

コア・強みに集中した
戦略推進と最適な体制再構築

“不”を起点とした
ビジネスモデルイノベーション

あるべき社会を見据えた
サステナビリティ・ビジョン見直し

1

2

3

4

5

6

シンクタンク部門との連携で
行政/まちづくり領域と

連携したご支援

未来社会・生活における
価値・エコシステムデザイン

MUFGの総合力を活用した
実行・パートナリング支援

 生活者動向、先端技術動向、各業界の市場動向な
どにつき、シンクタンクとして常時未来洞察を実施

 お客さまの取り組み領域に寄り添い、ビジョン・成長
戦略・新規事業に関する多数のご支援を実施

グランドデザインから実行に
至るまで一貫した
戦略ソリューション

MURCの“お客さまとの未来共創”に向けた提供価値

 シンクタンク部門と連携し、先端技術テーマに関して
官公庁向けに国PJ参画や政策提言を実施

 当社で主導する「一般社団法人スマートシティ・イン
スティテュート」と連携し、自治体・地場有力企業に
対するまちづくり支援を実施

 三菱UFJ銀行や三菱UFJキャピタルなどMUFGの

ネットワークを活用し、実行フェーズで必要なパート
ナー（機能パートナー/顧客接点）の選定・マッチング

 事業ポートフォリオ・ガバナンス見直しなどを含めた
全社改革・中期経営計画など多数のご支援を実施

 組織・人事、業務・ICT、グローバルなどの
専門コンサルタントと連携した実行支援を実施

（注）1. MURCは三菱UFJリサーチ&コンサルティングの略称
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コンサルティング
事業

大企業・中堅・中小企業、政府関係機関、金融機関に至る幅広いお客さまに対し、総

合的なコンサルティングサービスを提供

【サービス：経営戦略・各種機能戦略（組織人事・デジタル・ESG・経営管理）等】

政策研究事業
世界・日本・地域が直面する多様な課題の解決に向け、調査研究、政策決定、

戦略構築、施策立案を支援 【テーマ：医療・福祉、環境、経済・産業、

国土・地域、教育・文化等の政策や行財政改革等】

経済調査
内外マクロ経済の調査分析を主とし、ローカルからグローバルまで幅広い

対象を多様な視点から、調査・分析を実施

人材開発事業
経営者の皆さまへの情報提供と相談機能、セミナー事業や教育研修事業に

よる次世代の経営者・幹部ならびに社員の方々への育成機能を提供

会員事業
Webサービスと実践的な各種サービスを融合した

「三菱UFJビジネススクエア（SQUET）」と若手経営者向けの

「三菱UFJ青年経営者セミナー」の二つの会員制サービスを提供

会社概要

 国内有数の歴史を持つ、MUFGのシンクタンク・コンサルティングファーム

 コンサルティング事業本部は、経営コンサルタント約350名により、総合的なコンサルティングサービスを提供

ソーシャルインパ
クト・パートナー
シップ事業

「デジタルガバメント」、「スマートシティ」、「グローバルヘルス」の３つの領域を中心に、

人財開発、調査・研究、コンサルティング等の価値提供や「社会課題をテーマとした

オープンイノベーション」促進事業に取り組む

設立年月 1985年10月

役職員数 約950名

（2020年4月現在）

国内事業所

東京（本社）

名古屋

大阪

海外事業所

インドネシア（ジャカルタ）現地法人

タイ（バンコク）現地法人

ベトナム（ホーチミン）駐在員事務所
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ご利用に際して

 本資料は、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません

 また、本資料は、資料作成者の見解に基づき作成されたものであり、当社の統一的な見解を示すものではありません

 本資料に基づくお客様の決定、行為、及びその結果について、当社は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、お客様ご自身でご
判断くださいますようお願い申し上げます

 本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：三菱UFJリサーチ&
コンサルティングと明記してください

 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡下さい

本資料に関する問い合わせ先：

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

コンサルティング事業本部コンサルティング業務企画部 下記HPよりお問い合わせください

https://www.murc.jp/inquiry/

https://www.murc.jp/inquiry/
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三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

www.murc.jp/
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